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株主のみなさまへ

株主のみなさまにおかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げ

ます。また平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

第4期（2012年4月から2013年3月まで）におけるわが国経済は、政権

交代に伴う新政策への期待感から、円高の修正や株価の好転など一部

に回復の兆しがみえはじめたものの、世界経済の減速や長期化した円高

を背景に国内生産活動は低迷し、全体としては厳しい状況が続きました。

このような経済情勢の下、貴金属リサイクル事業分野においては、エレクト

ロニクスや薄型パネル関連の国内生産減少の影響が大きく、金・銀・プラ

チナ・パラジウム・インジウムの回収量が前年同期を大きく下回りました。貴

金属市場価格は、金は前年同期を上回りましたが、銀・プラチナ・パラジ

ウムは前年同期を下回りました。なお、一部の取引においては、受託加工

取引への切替えにより、前期よりも売上高が減少しております。環境保全

事業分野においては、国内生産活動低迷の影響を受けながらも、廃油・

汚泥・医療系廃棄物などの取扱量は前期を上回りました。_＿＿＿＿

以上の結果、当期の経営成績は、連結売上高96,368百万円、営業利

益7,495百万円、経常利益7,794百万円、純利益4,518百万円となり

ました。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

当期の期末配当金につきましては、配当の安定性を重視し、１株当たり

30円を維持いたしました。これにより中間配当金とあわせた当期の年間

配当金は60円となります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

当社グループにおいては、第６次中期経営計画の主要施策である「アジ

ア地域における事業拡大」、「M&Aによる事業領域の拡張」、「グループ

経営管理の効率化」を鋭意推進しており、その一環として、当期において

は台湾現地法人である朝日浦力科技股份有限公司を設立し、現地企

業との間に合弁会社である朝世科技股份有限公司を共同設立いたしま

した。また、ベトナムにおいては駐在員事務所を新たに開設いたしました。

これらの海外拠点は、2013年４月より業務を開始いたします。_____＿

環境保全事業分野においては、株式会社インターセントラルを子会社化

いたしました。当社グループは引き続き、効率的で機動力のある事業基

盤を拡充し、収益の拡大を目指してまいります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿

次年度の配当金につきましては、１株当たり中間30円、期末30円、あわ

せて年間60円を予定しております。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

株主のみなさまにおかれましては、引き続き当社グループの活動に対する

一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。＿＿＿＿＿

代表取締役会長



トピックス

上海朝日浦力環境科技
（2003年設立，中国）

Asahi G&S
（1994年設立，マレーシア）

アジア市場における事業の拡大

朝日浦力科技股份有限公司 （台湾アサヒプリテック株式会社）

設立

事業内容

事業開始

2013年2月に台湾現地法人を設立するとともに、台湾の精密洗浄業

大手である世禾科技股份有限公司との間に合弁会社を共同設立しま

した。両社を設立した台湾新竹市は電子・半導体産業の集積地であり、

当社の高い技術力を活かして現地における貴金属リサイクル事業を拡

大してまいります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

また、アジア地域の顧客に対するサービス体制強化に向けて、ベトナム

ホーチミン市に駐在員事務所を新たに開設いたしました。＿＿＿＿＿

これまでの海外拠点である韓国・中国・マレーシアにこれらの新規拠点を

加え、アジア全域における事業の拡大を推進してまいります。＿＿＿＿

＿ ＿

朝世科技股份有限公司 （Asahi Shih Her Technologies Co., Ltd.）

設立

事業内容

事業開始

ベトナム駐在員事務所

業務開始

韓国アサヒプリテック
（2006年設立，韓国）

： 2013年2月（100％子会社）
： 電子・半導体分野からの貴金属の回収及びリサイクル

： 2013年4月

： 2013年3月（出資比率80％）
： 電子・半導体・LED製造装置等の治工具からの貴金属剥離及び回収、
精密洗浄

： 2013年4月

： 2013年4月



トピックス

トップレベルの分析能力の維持・向上

貴金属の世界的な認定機関であるLBMA（London Bullion Market
Association）によって行われた分析技能試験の結果、アサヒプリテック

の貴金属分析精度が世界トップレベルの好成績を収めました。＿＿＿

貴金属リサイクル事業を営む当社にとって、顧客からお預りした原材料

に含まれる貴金属をより精確に分析する技術力は、事業を支える重要

な経営基盤であります。今後ともサンプリング・分析技術力の維持・向

上に努めてまいります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

コンフリクトメタルの取扱い

コンフリクトメタル（紛争鉱物）とは、紛争・人身売買・強制労働・虐待・

戦争犯罪などの非人道的行為や不正行為を行う国や地域を由来す

る鉱物を指し、これらの活動資金源になりかねないものとして世界的に

懸念されています。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

貴金属リサイクル事業者としての社会的責任を果たし、貴金属製品を

世界中の顧客に安心してご利用いただくために、アサヒプリテックは、コン

フリクトメタルと一切関わりを持たない製錬業者認証プログラム「EICC-
GeSI Gold Conflict-ｆree Smelter Program」に基づく指定第三者

機関による監査を受けており、当該認証を取得しております。＿＿＿

Ｍ＆Ａの推進 (株)インターセントラルのグループ会社化

2012年7月、株式会社インターセントラルが当社のグループ会社となり

ました。インターセントラルは、暖房機器の製造・販売及び放射空調シ

ステムの設計及び工事を営んでおり、省エネルギーを実現するさまざま

な製品を提供し、学校・病院・文化施設・商業施設及び一般住宅に

おいてご利用いただいております。環境保全事業領域を拡張するととも

に、当社グループの中で広範な相乗効果を追求し、成長性と収益性

を一層高めてまいります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

当社グループでは2001年以降、M&Aを加速してまいりました。今後と
もM&Aを積極的に推進し、効率的で機動力のある企業集団を形成

することを絶えず追及してまいります。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

2001 ㈱三商・㈱大門・㈱エコマテリアルのグループ会社化

2004 日本ケミテック㈱のグループ会社化

2005 ㈱塩入建材のグループ会社化

2006 ㈱イヨテックのグループ会社化

2007 錦興産㈱・㈱太陽化学のグループ会社化，北九州環境事業譲受

2008 富士炉材㈱のグループ会社化

2009 JWガラスリサイクル㈱事業譲受

2010 エコマックス㈱のグループ会社化

2011 ㈱ウスダ製作所・㈱共同化学のグループ会社化

2012 ㈱インターセントラルのグループ会社化

[M&Aの沿革]



連結財務ハイライト
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連結財務諸表

連結貸借対照表

-

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

有 形 固 定 資 産

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

無 形 固 定 資 産

そ の 他

1,500

そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他

株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

純 資 産 の 部

3,267 349
そ の 他 2,651 2,603

1,646 1,541

41,758
資 本 金

635
2,490

その他の包括利益累計額

4,480 4,480

449

6,087 6,087
36,697

負 債 純 資 産 合 計資 産 合 計

42,01238,902
59

58,315

少 数 株 主 持 分

純 資 産 合 計

62,26062,26058,315

新 株 予 約 権

資 本 剰 余 金

1,970

77

34,124

67
116△201

の れ ん 2,380

824760

△5,507

39,036

20,248

9,281

3,177

13,031
19,413負 債 合 計

2,197

△5,656

建 物 及 び 構 築 物

1,6943,282

152135

9,495

12,910
2,721

-
繰 延 税 金 負 債

28,962
24,95925,763

そ の 他

長 期 借 入 金

未 払 法 人 税 等

固 定 負 債

固 定 資 産

1,3881,412未 払 金

そ の 他 3,4343,440
29,014

仕 掛 品 8,11410,727
2,123 1,5001,000商 品 及 び 製 品 5,067

受取手形及び売掛金 12,5399,480 短 期 借 入 金
現 金 及 び 預 金 4,1413,527 支払手形及び買掛金

流 動 資 産 33,29829,301 流 動 負 債

（2012年3月31日）

資 産 の 部 負 債 の 部

当期末前期末

（単位:百万円）

当期末前期末
（2012年3月31日） （2013年3月31日）

519 797

824760

18,55316,130

（2013年3月31日）

一年内返済予定の長期借入金

2,4633,253
10,2454,545

期　　別
科　　目

期　　別
科　　目

期　　別
科　　目



連結財務諸表

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書 （単位:百万円）

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

（単位:百万円）

当 期 純 利 益 5,926 4,518

当期前期
2012年4月1日から2011年4月1日から 2012年4月1日から2011年4月1日から

前期

売 上 原 価 83,557135,003

当期

売 上 高 96,368151,094

2012年3月31日まで 2013年3月31日まで

△41911,297

2013年3月31日まで

△2,064△2,278

2012年3月31日まで

販 売 費及 び一般 管理 費 5,3164,873
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

売 上 総 利 益 12,81116,091 投 資 活 動 に よ る

2,603△7,705
営 業 外 収 益 363117

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

営 業 利 益 7,49511,217

△36
経 常 利 益 7,79411,130

換 算 差 額

営 業 外 費 用 64204

特 別 利 益 14170

財 務 活 動 に よ る

特 別 損 失 459489
増 減 額

法人税、住民税及び事業税 2,5254,706

税金等調整前当期純利益 7,34910,810

178 現金 及 び 現金 同等 物 の

3,5272,250
期 首 残 高

現金 及 び 現金 同等 物 の

4,1413,527法 人 税 等 調 整 額 305

少 数 株 主 損 益 調 整 前
当 期 純 利 益

4,5185,926

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

営 業 活 動 に よ る

期 末 残 高

現金 及 び 現金 同等 物 の

現金及び現金同等物に係る

6131,277

494

期　　別
科　　目

期　　別
科　　目



株式の状況・会社概要

■ 発行可能株式総数 129,000,000株

■ 発行済株式の総数 36,254,344株

■ 単元株式数 100株

■ 株主数 8,962名

■ 大株主の状況は以下のとおり

1.57570株式会社MSプランニング

株主名
持株数

（千株）

持株比率

（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
1,569 4.33

株式会社テラエンタープライズ 1,350 3.72

ステート ストリート バンク アンドトラスト

カンパニー 505103 1,174 3.24

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）
1,134 3.13

寺山 満春 1,082 2.99

株式会社K&M 900 2.48

寺山 正道 802 2.21

アサヒ従業員持株会 635 1.75

株式会社テラ・コーポレーション 600 1.65

2013年3月31日現在

■ 会社概要

商 号 アサヒホールディングス株式会社

創 業 1952年7月
資 本 金 44億8千万円
従 業 員 数 1,328名（連結）
事 業 内 容 貴金属・レアメタルリサイクル

環境保全（産業廃棄物処理・その他環境保全事業）

子 会 社 アサヒプリテック株式会社
ジャパンウェイスト株式会社
JWロジスティクス株式会社
日本ケミテック株式会社
株式会社太陽化学
株式会社イヨテック
富士炉材株式会社
ＪＷガラスリサイクル株式会社
エコマックス株式会社
株式会社ウスダ製作所
株式会社共同化学
株式会社インターセントラル

※会社法施行規則第2条第3項第5号に規定する社外役員です。

設 立 2009年4月

海外子会社 ASAHI G&S SDN.BHD. （マレーシア）
上海朝日浦力環境科技有限公司（中国）
韓国アサヒプリテック株式会社（韓国）
朝日浦力科技股份有限公司（台湾）
朝世科技股份有限公司（台湾）

※当社は自己株式として3,517,739株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

■ 取締役および監査役

代表取締役会長

代表取締役社長

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役※

寺 山

櫻 井

武 内

東 浦

平 野

重 政

森 井

満 春

勉

義 勝

知 哉

眞 幸

啓太郎

章 二

常勤監査役

監査役※

監査役※

田 辺

徳 嶺

小 島

幸 夫

和 彦

順 三

（2013年6月18日現在）



● 事業年度

● 株主総会の基準日

● 期末配当金受領株主確定日

● 中間配当金受領株主確定日

● 株主名簿管理人

● 特別口座の口座管理機関

● 同連絡先

● 公告方法

4月1日～3月31日
3月31日
3月31日
9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社

大阪市中央区伏見町三丁目６番3号(〒541－8502)
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

TEL (0120) 094 -777
電子公告により行います。 http://www.asahiholdings.com/

■ 本社事務所 神戸本社 神戸市中央区加納町四丁目４番１７号 ニッセイ三宮ビル (〒650-0001)
TEL (078) 333-5633 FAX (078) 333-5681

■ 研 究 所 テクノセンター

■ 埼玉、尼崎、神戸、愛媛、北九州、北九州ひびき、福岡

（以上アサヒプリテック 7ヶ所）

横浜、扇町（川崎）、愛川（神奈川）
（以上ジャパンウェイスト 3ヶ所）

工 場

東京本社 東京都千代田区丸の内一丁目７番１２号 サピアタワー (〒100－0005)
TEL (03) 6270-1833 FAX (03) 6270-1859

■ リ サ イ ク ル
セ ン タ ー

埼玉、千葉、尼崎

■ 営 業 所 札幌、青森、仙台、新潟、北関東、関東、横浜、甲府、

静岡、名古屋、北陸、阪神、神戸、岡山、広島、四国、

北九州、福岡、鹿児島、沖縄 （以上20ヶ所）

■ 神戸本社、テクノセンター、札幌、青森、仙台、

北関東、千葉リサイクルセンター、横浜、甲府、

静岡、名古屋、北陸、阪神、神戸、岡山、
広島、四国、北九州、福岡、沖縄

■
テクノセンター、埼玉、愛媛、福岡

■ 収集運搬業
許 可

全ての都道府県・政令市

■ 処分業許可 15都道県・9政令市

I S O 1 4 0 0 1

I S O 9 0 0 1

取 得 拠 点

取 得 拠 点

三菱UFJ信託銀行株式会社

事業所

株主メモ

■ 阪神事業所 尼崎リサイクルセンター、
埼玉リサイクルセンター

ISO27001
取 得 拠 点


